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教育長 上東 祥浩 発行教育委員会から町民の皆様への情報通信

下市こども園・下市あきつ学園 連携・交流活動 その１
市こども園と下市あきつ学園との連携・交流活動が始まりました。一

般的には、幼保小連携などと呼ばれていますが、下市町では、こども

園と義務教育学校の連携です。右上に掲載した写真は、９年生が、昨年度

作成した絵本の一部です。現在、こども園に寄贈されています。この絵本

は、各自で考えた短編の物語を絵と文章で表現したもので、９年生の皆さ

んの心の温かさが伝わるたいへん素晴らしい作品でした。

童生徒と園児の連携・交流活動のねらいは、 園児が下市あきつ学

園の生活に親しみ、期待を寄せることや自分の近い将来を見通すこ

とができるようになること。児童生徒が思いやりの心を育んだり、自分一人

だけの力ではなく、多くの方々に支えられ成長していることを肌で感じたり

すること。として実施しています。

回は、７月１２日（水）に、総合的な学習及び家庭科の授業（保育実

習）として、９年生がこども園を訪れました。活動内容は、プラ板キー

ホルダー及びメダルづくりです。最初は、互いに緊張したり、照れくささもあったりしたようですが、自

己紹介が始まると徐々に気持ちがほぐれ、各グループが輪になって楽しく活動することができまし

た。心が触れ合ったこども園でのひとときは、園児、生徒ともに一生の宝物になることでしょう。
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７月１２日（水）、第２回下市
生活学校が開催されました。
『己書（おのれしょ）』、あまり
聞き慣れない言葉ですが、読
んで字のごとく、『じぶんだけ
の書』という意味です。文字は
筆ペン、絵は水彩絵の具を使
います。己書は、他人と比べる
ことはありません。上手い下手
ではなく、自分の心と向き合
い、素直に自由に楽しく描き、
夢中になることを大切にされ
ています。デジタルが主流にな
っている今の時代だからこそ
必要なことかもしれません。参
加された皆様は、自分らしく、
自分の世界を楽しく表現され
ていました。右の己書は、講師
橋本真紀子氏の作品です。

第 ２ 回 下 市 生 活 学 校
～ 己書講習講座 ～

７月１日（土）、吉野郡

青少年指導員連絡協

議会総会並びに研修

会が開催されました。

奈良県警察本部生活

安全部 少年警察補導員 吉川紀子氏をお迎

えし、テーマ『奈良県における少年非行の状

況』と題して、加害者になってしまった少年た

ち、被害を受けた少年たち、大人ができること・

すべきこと。など様々な視点からのお話でした。

依然として、インターネットで見知らぬ人と交流

できるSNSを通じて、１８歳未満の子どもたちが

巻き込まれる事案が後を絶たないようです。ま

た最近では、SNSで「闇バイト」「高額報酬」と

いった言葉の求人広告に応募した少年の特殊

詐欺や強盗等の犯罪も多発しているようです。

子どもたちへの注意喚起が必要です。

吉野郡青少年指導員連絡協議会
～ 研 修 会 ～
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▼近畿地方では、７月２０日に梅雨が開け、本格的な夏の到来です。

▼海や川などでのバーベキュー、夕涼みに線香花火、スイカ割り、か
き氷、風鈴等すべて夏の風物詩です。▼これまでの３年間、できなか
った催しが、再開しつつあります。『夢まつり』は、8月
２６日（土）、下市観光文化センターで開催されます。

家庭教育学級・生き生き学級開講式
７月１４日（金）に、

『生き生き学級』と

『家庭教育学級』

開講式が開催され

ました。開講式後、フィットネスインストラクター

の赤坂由美氏による『健康体操教室』が行

われました。赤坂氏は、すべての女性を応援し

たい、子どもたちを多くの大人に関わらせて

育てたい、という信念を持ち、活動されていま

す。参加された皆様、健康増進のために本日

の『体操』を毎日続けてくださいね。

第１回下市町文化連盟会議
６月２３日（金）に、第１回文化連盟の会議が

行われました。昨年度から、町民の皆様の発表

の場が戻ってきました。文化芸術は、心や暮ら

しに豊かさ・ゆとり・誇りを持って生きる力を与

えてくれます。私たちの生活の中で文化芸術の

果たす役割は益々重要になってきています。奮

ってご参加いただきますようお願いします。

町 展 １０月2８・２９日（土・日）

芸能発表大会 １１月３日（金・祝）

世界で生産されている食品の約3分の1（13億トン）が捨てられて

います。さらに、2050年までに今の生活を維持して世界の人口が96

億人に達すると、地球3つ分の天然資源が必要と言われています。

それをわたしたちが大量に消費して暮くらしているのです。このような

大量生産・大量消費の暮くらしは、地球にとても大きな負担をかけて

います。豊かな地球の資源には限りがあります。わたした

ちは、食品ロスや無駄なゴミを減らし、資源を生かすこと

で、美しい地球を未来につなぐ責任があります。

みんなちがってみんないい ～金子みすゞ～

右の詩は、金子みすゞさんの代表作です。児童文学作家 矢崎節

夫氏は、講演会で次のように解説されていました。

『私と小鳥と鈴と』

私が両手をひろげても、

お空はちっとも飛べないが、

飛べる小鳥は私のように、

地面を速くは走れない。

私がからだをゆすっても、

きれいな音は出ないけど、

あの鳴る鈴は私のように、

たくさんな唄は知らないよ。

鈴と、小鳥と、それから私、

みんなちがって、みんないい。

【JULA出版】

「あなたはあなたでいい」。人間を含めて地球上の全ては、

違うから生まれることができ、違うからそれぞれが存在する

ことができたのだ。「誰もが生まれただけで百点満点」とい

うことだ。このみすゞのまなざしになるには、人間中心、自分中心では成

り得ない。この作品で一番大切なのは、最後の段落の一行前だ。

題では『私と小鳥と鈴と』だが、一行前は「鈴と、小鳥と、それから私」

と、「私」の位置が変わっている。「私とあなた」ではなく、「あなたと私」

になった時、初めて自分優先ではなく、「みんなちがって、みんないい」

というまなざしが生まれるのだ。


